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「フィリップ・パレーノ：この場所、あの空」開幕 
     ー現代のフランス美術を代表するアーティスト、国内最大規模の大型個展ー 

会期：2024 年 6 月 8 日（土）–12 月 1 日（日） 

 
ポーラ美術館（神奈川県・箱根町、館長：野口弘子）では、2024 年 12 月 1 日（日）まで「フ
ィリップ・パレーノ：この場所、あの空」展を開催中です。 

《私の部屋は金魚鉢》2024 年 ※新作 

Courtesy of the artist 

 
現代のフランス美術を代表するフィリップ・パレーノは、今日最も注目されるアーティストの
一人です。映像、音、彫刻、オブジェ、テキストやドローイングなど作品は多岐にわたります
が、その意識は常に、現実／フィクション／仮想の境界へと向けられています。また、芸術や
「作者性」の概念にも疑問を投げかけ、数多くのアーティスト、建築家、音楽家と共同で作品
を生みだしてきました。 
国内最大規模の個展となるポーラ美術館での展覧会では、作家の代表作である映像作品《マリ
リン》（2012 年）をはじめ、初期作品から初公開のインスタレーションまで、作家の幅広い
実践を多面的にご紹介いたします。  
 
■主な展示風景 

                                                          

 

展示風景 《マリリン》2012 年 ポーラ美術館蔵 ※新収蔵作品 



  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

《ヘリオトロープ》2023/2024 年 

Courtesy of the artist and Esther Schipper, 

Berlin/Paris/Seoul 

 

《ふきだし（ブロンズ）》2024 年 ※新作 

Courtesy of the artist 

《どの時も、2024》 2024 年 ※新作 Courtesy of the artist 

《幸せな結末》2014-2015 年 

アンナ・レナ・ヴァニー蔵 

 

展示風景 



  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 

 

 

 

 
 
 
以上、写真はすべてPhoto by Ken Kato 

 

 

■作家プロフィール 

フィリップ・パレーノ／ Philippe Parreno 

1964 年、オラン（アルジェリア）生まれ。パリ在住。1980 年

代末以降、映像、音、彫刻、オブジェ、テキストやドローイング

など多岐にわたる作品を制作。 

先進的なテクノロジーを積極的に作品に採り入れながら、さま

ざまなアーティスト、建築家、音楽家との協働を行っている。映

画『ジダン 神が愛した男』（ダグラス・ゴードンとの共同監督、

2006 年）や、日本のアニメ・キャラクター「アン・リー」の作

品などでも知られる。 

近年の主な個展に、「VOICES」リウム美術館（ソウル、2024

年）、「Echo2: a Carte Blanche to Philippe Parreno」ブル

ス・ドゥ・コメルス（パリ、2022 年）、「Echo」ニューヨーク

近代美術館（2019 年）、「Anywhen」テート・モダン（ロン

ドン、2016 年）、「Anywhere, Anywhere Out of the World」

パレ・ド・トーキョー（パリ、2013 年）、「8 juin 1968 ‒ 7 

septembre 2009」ポンピドゥー・センター（パリ、2009 年）

など。                               Photo© Ola Rindal 

 

 

《ホタル》2024 年 ※新作 

Courtesy of the artist 



  

  

■展覧会公式グッズ 

バックプリント T シャツ（全 11 種） ￥ 7,600（税込） 

 

作家本人が撮影した写真を含む、パレーノの作品や展覧会、作家の身近な風景など、アートと日

常のあいだをとらえた断片的なイメージを、オリジナルＴシャツに。 「フィリップ・パレーノ：

この場所、あの空」展限定、全 11 種。 

オンラインショップ（https://shop.polamuseum.or.jp/）にて予約受付中。 
※その他のグッズも順次発売予定。詳細は確定次第、公式ウェブサイトでお知らせします。 

 

 

■ポーラ美術館について 

2002 年に「箱根の自然と美術の共生」をコンセプトに神奈川県箱根町に開館。印象派から 20

世紀にかけての西洋絵画を中心としたコレクションを核とする展覧会を開催する一方で、現代美

術の第一線で活躍する作家たちの作品も収集・展示し、同時代の表現へと展望を拡げている。富

士箱根伊豆国立公園という立地を生かした森の遊歩道では四季折々の豊かな自然を楽しめる。 

 

開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 

入館料（6 月 8 日より改定）：大人￥2,200（シニア含む）／大学・高校生￥1,700／中学生以下

無料／障害者手帳をお持ちのご本人および付添者（1 名まで）￥1,100※すべて税込 団体割引あり 

詳細：https://www.polamuseum.or.jp/news/topics/2024020101/ 

所在地：神奈川県⾜柄下郡箱根町仙⽯原⼩塚⼭ 1285 

TEL：0460-84-2111 

公式ウェブサイト：https://www.polamuseum.or.jp/ 

 

 

＜報道関係者お問合わせ先＞ 

ポーラ美術館 広報担当 :田中、稲見 TEL:0460-84-2111 

ポーラ美術館広報事務局:⼩沢、伊佐  TEL:03-5572-7351（株式会社プラチナム内） 

E-mail: polamuseum-pr@vectorinc.co.jp 
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